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62 soixante-deux 
今丹号では，ラテン文学史を遡ることにしようと思います.古典ラテン文学は，い
ったい誰から始まるのでしょうか?
古典ラテン文学史の上で、最初に名前が挙がるのは， 1)ウィウス・アンドロニクス
(B.C. 284-204)という詩人で，彼が残したホメロス fオデユツセイアjのラテン訳が
ラテン文学の始まりとされています.もっとも独創的なラテン文学としては，エンニ
ウス (B.C.239-169)による f年代記j(Annales)を待たねばならないでしょう.彼は
この作品を叙事詩m~律で、若しました.以下大雑把に説明しますと，叙事詩とは「長短
短腕i六i資格J(dactylic hexameter)とi呼ばれる韻有土によって歌われるものです. it昨I
は，近代誌による詩(フランス誌二を含みます)では「強/弱Jのアクセントで捉えられ
ますが，古典詩では，それが音節の「長/短Jで言l'られます.叙事詩の 1)出Jj，すなわ
ち「長短短J(dactyl)のうち「短短Jの部分は 4つの「長j音節で置き換えることが
でき，したがってーつの仰が「長長J(spondee)でも構わないのですが，これを多用
すると非常に重々しい詩になり，逆に短音節を多く交えると軽快な印象を与えます.
総じてギリシア誌の話会ーは短音節を多く含むのに対して，元来ラテン詰の話会には長
い音節が多く，ラテン詩法のうとJjX;は，ウェルギリウス(J3.c.70-19)やホラテイウス
(B.C. 65-8)を経て，天才オウイデイウス (B.C.43-.1¥.1). 17)がようやく成し遂げます.
さて，エンニウスの『年代記』は全 18巻よりなる大作で，アエネアスのラティウム
J'.践に始まり，王政とそれに続く共和政の推移，ローマ人が成し遂げた数々の輝かし
し¥j成績を歌い，エンニウス自身の同時代にまで及んで、いました.しかし原文は失われ
たため，後代のラテン著述家たちの断片的引Hlを編纂したものから，その全貌を推測
する.!-)、外に方法はありません.このfr:rWlは， rアエネイスJを記したウェルギリウスを
はじめ， 1可名の『年代記jを著したタキトゥス(.1¥.1).55-120)など，後世の著述家た
ちに大きな影響を及ぼしました.今西はこのエンニウスによる『年代記Jから，第二
次ポエニ戦争(J3.c.218-20 1)の頃を捕し 1た第 12巻の一節を51し1てみることにしまし
ょう.なお，音節の言i琵:が探準文法とは異なる笛i所があります (ponebat).
[lJf(文]Unus homo nobis cunctando restituit rem. / Noenum (二Non)rumores 
ponebat ante salutem; / ergo postque magisque viri nunc gloria claret. / 
soixanrc-trois 63 
[イム訳]Un sell homme par ses atermoiments retablit notre sUllation， / Car ilne mettait 
pas sa renommee all-desslls de notre sallt; / Aussi dans 1a suite et plus encore maintenan仁
brille 1a gloire de cet homme. / (ピュデ版による). 
[:}I訳]一人の男が，遼巡する(<cllnctor)ことによって，われわれのために同家を丙
興した./彼は(13国民の)救済よりも(I~l らの)評判を重んずることなどしなかった. /こ
うしてこの男の栄光はその後，そしてさらに今日，よか -J詩輝いている./ (Al7l1a/es 
XII. 360-62， ed. Warmingron) 
ラテン語原文では「遼巡することによってJの部分に 'cllnctando'という「動1'1iji]J 
(gerundillm)の奪格形が用いられています.ラテン誌の「動名詞」は，フランス計j'で
は「ジエロンデイフ」と訳されます. しかしフランス;i!?のジェロンデイフといえば，
〈前控訴 en+現在分詞〉の7f5をとって高iJ詩的に働き，主動i誌に関わるものを指します
ね. 一一一方ラ テン討語;の I到動り出u:字名宇liI示詞:司]J(はまiヰ千干ヤ廿こ:1'叱lν，
ば;成究絡?形i伝三でで、名詞の{修i彦多飾詰となることもでで、きますカか、ら， 何者はだいぶ異なります.
それから今回のnJf9~で分かるように，ラテン誌を近代誌に訳した場合，ふつう訳文
のほうが長くなります.ラテン誌には;否認が存在せず，主誌も明示しない場介が多く，
前世詔匂をmいずに名認の斜格形で;11~fiÍlj話イヨを形成することが可能であり (c.g. 'viri')， 
'postque magisquピのような対句表現が好まれる，なととの点がその迎1:1だと忠しミます.
内容に移りましょう.この「一人の兇jというのは クイントゥス・ファピウス・マ
クシムス・ウェッルコーススのことで，彼は，ガイウス・フラミニウス率いるローマ
軍が， B.C. 217 il三にトラスメヌス湖JII'I'-(J¥I.ペルー ジャの1m方)でハンニパルに大敗を喫
したため，それを受けて独裁官 (dictator)に任命されます.ファピウスはカルタゴ平
に対し，ゲリラi践を仕掛けつつ会戦を避けるという作戦に出て，彼らを大いに披弊さ
せます.けれども当初この作戦は，同胞のローマ人たち，特に同僚ミヌキウス・ルフ
スの理解を得られず，ファピウスは 'Cunctator'(法巡屋)という j実称を与えられてし
まいます.彼の意図と作戦の効果を見抜いていたのは，当の敵将ハンニバルだけであ
ったと言われます.しかしj担気にはやるミヌキウスの突撃が失敗し，ファビウスによ
り彼が救出されると，先の蔑称は一転し，ファピウスには-'二のような讃辞が贈られる
ことになります(プルタルコス『英雄伝j参!lの.さらにその後 B.c.209年，ファピウ
スはタレントゥムのIlJをカルタゴ箪から奪還します.なお引用した匂はキケロ『義務
についてj(1. 24.84)に恭づき，また字句は異なりますが，特に'行!ヨはウェルギリ
ウスの fアエネイスj(Vl. 846)や，オウイデイウスの f祭暦j(II.242)にも引かれ
ています.
(あきやま・まなぶ)
